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会 長 挨 拶

　同窓会会員の皆様におかれまして
は、ますますのご清福にて、ご活躍の
こととお慶び申し上げます。日頃より、
当会の運営、活動にご指導ご鞭撻を賜
り心より御礼申し上げます。

　コロナ禍の収束が見通せない中、社会も経済も大きな変革
を余儀なくされております。個人のレベルでも不自由かつ不
安な日々ですが、皆様、お元気にお過ごしでいらっしゃいま
すか？
　この春、同窓会は 167 名の新入会員をお迎えしました、そ
して、新役員の皆様の歓迎の顔合わせ会も同窓会総会も引き
続き中止といたしました。
　「会員相互の親睦を深め、埼玉純真短期大学の発展に寄与し、
社会に貢献する」という同窓会の重要な目標のもとで企画さ
れる活動も、今の社会状況では縮小せざるを得ません。それ
でも少しでも皆様との関わりを持てることを願って、役員で
話し合い『秋桜会だより』だけは発行していきましょう、と
いうことになりました。
　同窓会が活動を開始してから 36 年。母校の発展を願い、
卒業生同士の交流活動を続けて来られた先輩方の歴史を途絶
えさせないように、今年もいろいろな意味で成長を続けてい
きたいと思います。新たな方法でのネットワーク構築などを
含め、なんとか活動の範囲を広め、深めていきたいと思って

おりますので、ご協力宜しくお願い致します。
　さて、この『秋桜会だより』が届く頃にはオリンピック、
パラリンピックをご覧になり、アスリートの皆さんの活躍に
一喜一憂し、エールを送ったり勇気をもらったりと感動の日々
を送られた方もいるかもしれません。でも、私たちの日常に
も毎日感動があります。
　私は、保育の現場がだいぶ長くなってきました。１年目の
緊張感はなくなりましたが、物事に鈍感にならず、子ども達
と一緒に歓声を上げたり、子どもってこんなに素敵だよって、
今のありのままの子どもに感動できる大人でありたいと思い
ます。
　それは、家族にも友達にも職場の人にも言えることで相手
に関心を持ち感動し、そして感謝の気持ちいっぱいに。感謝
の気持ちは心身の健康にも、そして円滑な人間関係にも良い
影響をもたらすと聞きました。皆様が笑顔で安心して過ごす
には、社会やまわりのひとだけに頼るのではなく、まずはご
自分から感動する毎日を送り、感謝することから始めてみま
せんか。
　また、同窓会総会等で皆様と笑顔で再会できることを願っ
ています。
　最後になりましたが
　皆様のご健康とますますのご活躍をお祈りいたしますと同
時に、同窓会へのご協力をお願い申し上げます。

会長挨拶
第 8 回生　児童教育学科幼児教育学専攻　小林ひかり

秋桜会会員の皆様へ
同窓会総会の中止について

　今般の新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、現時点で未
だウイルス終息の見えないこの状況をふまえ、役員間での協
議の結果、令和 3年度　同窓会総会を中止とさせていただく
ことといたしました。役員一同、大変残念ではありますが、
皆様の健康を第一に考えたやむを得ない結論となりました事、
ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

令和 3年度　総会中止に伴う措置について
　総会出議案は、本部役員による書面審議とし、これを総会
決議にかえることとする。
　今回の措置について、ご意見ご異議のある方は、返信用ハ
ガキにてご連絡ください。

　純真祭開催については、短大ホームページにてご確認くだ
さい。
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学 長 挨 拶

　卒業生のみなさま、お元気でお過ご
しでしょうか？
　今年もコロナ感染症拡散拡大で、ご
家庭でも、職場でもいろいろな行事予
定が変更せざるを得なくなっておりま
す。みなさまのご家庭や職場はいかが
でしょうか？
　母校、埼玉純真短期大学は、3月の
卒業式、4月の入学式とも「３密」と

ならないように十分な配慮しながら、無事、行うことができ
ました。しかしながら、宿泊を伴う学外合宿オリエンテーショ
ンなど 3密が避けられない行事は中止とせざるを得ませんで
した。
　そのような中でも、授業については保育士養成校という性
質から実習や演習が多いため、また、教育は人格と人格との
触れ合いの中で行われなければならないという考え方で、十
分な感染予防対策を講じながら対面での授業を行っておりま
す。
　今回のコロナ感染症などのような困難な事態に遭遇した時
に、その困難をどのように捉え、どのように取り組んでいく
かで、その組織や個人の姿も浮き彫りされてくると感じたの
は私だけではないと思います。
　本学では「子どもの命を最優先に守る保育者だからこそ」、
コワイから逃げる、動かな
いでいるのではなく、この
ような状況だからこそ、自
らで考え、最善の行動をと
れるようにして欲しいと学
生に訴えかけました。その
ひとつとして、毎日、体温
を計測するとともに日々の

健康状態を確認しながら、授業に臨むことを求めました。そ
のためだけではないかもしれませんが、さいわい、現在のと
ころ授業に支障をきたすことなく順調に進んでおります。
　さて、昨今、多くの大学
や短期大学での定員割れが
話題となっておりますが、
さいわいなことに本学の「こ
ども学科」は、埼玉県内の
幼児教育系の短期大学の中
では珍しく、最近の 2 ～ 3
年はなんとか定員割れとならずに学生確保ができております。
これもひとえに卒業生のみなさまのこれまでのご活躍が、本
学の評価を高めてくださっているおかげであると心より感謝
申し上げます。
　また、1983 年（昭和 58 年）創立の本学も今年で 38 年
を迎えております。間もなく 40 周年を迎えます。ぜひとも
2023 年の 40周年には秋桜会のみなさまに母校にお集まりい
ただければと存じます。創立当初から皆様を見守ってまいり
ました研究棟や研修等の建物も、当時の面影を残しながらも

内装などがリニューアルされ
ております。たとえば、これ
までご紹介してまいりました
マナー実践室（旧 138 教室）
やスタッフルーム（旧 137 教
室）などをはじめ、模擬保育
室（旧 110 教室）、オンライ
ン授業などが可能な多目的室
（旧事務室）などです。

　現在、母校の様子はWebサイト（https://www.sai-junshin.
ac.jp/）でもご覧いただけますので、サイトにアクセスして
いただければ幸いです。また、今年の秋桜会はコロナ感染症
の影響もあり開催は難しそうですが、来年こそは同窓生の皆
さまが母校の埼玉純真短期大学にお集まりいただけますこと
を楽しみにいたしております。

学長挨拶 
学長　藤田利久

◎住所・氏名変更について
　住所・氏名等が変更になられた方は、必ずお知らせください。
◎お問い合わせについて
　この会報に記載されている全ての記事に関するお問い合わ
せについては、お手紙、もしくはハガキにて下記の住所へ送
付願います。お電話でお問い合わせいただきましても、即時
回答することができません。回答には少々お時間をいただく
ことになりますが、そのような方法でお願いいたします。また、
お手伝いいただける方、住所、氏名変更された方も下記の住
所へご連絡ください。
　次年度も秋桜だよりご希望の会員の皆様は、返信はがきの
秋桜だより希望に○をして頂きはがきの返信をお願い致しま
す。

お問い合わせ先：埼玉純真短期大学秋桜会事務局
　　　　　　　　〒 348-0045　埼玉県羽生市下岩瀬 430

秋桜会からのお願い
　新型コロナウイルス感染拡大、また、集団での感染防止に
ご留意いただけますよう当面、同窓会（クラス会）開催時の
費用支援を見合わせていただきます。

同窓会（クラス会）開催の支援　中止について


